
■企業間連携による新たなアイデアの具体化
・ これまでに提案された40件を超えるビジネスアイデアの具体化に向けて，

未来力会議で議論・検討。
→ 自分で自宅改修等を行い，空き家の利活用を促進する「セルフリノベーションインスト

ラクター」育成プロジェクト等，10件を超えるアイデアが試行実施もしくは事業化。

■実効性ある地域企業振興策
・ 平成30年9月10日に「京都・地域企業宣言」の策定・発表
→  京都市は宣言の理念に賛同し，平成31年4月1日に「地域企業の持続的発展を推進する

条例」を施行。本条例に基づき，今年度新たに「地域企業応援プロジェクト（別紙）」
を実施するほか，これまでから会議でのご意見やアイデアを，新規商業者の出店を支援
する「京の商人育成塾」等，18の事業に反映。

企業間連携によるアイデア／プランの募集開始
２者以上の連携により事業化を目指すアイデア／プランを募集します。

第１回会議（6/27）

ビジネスアイデア／プランの発表
ビジネスアイデア／プランとしてまとめた成果を発表します。顧問や参加者からの助言によっ
て熟度を更に高め，事業化を進めます。また，会議でのご意見等は施策等への反映を図ります。

アイデア／プランの共有
発案者が自身のアイデア／プランを発表し，事業化に向けて，関心を持った方々とともにグ
ループを立ち上げていただきます。

第２回会議（9/10）

グループ立ち上げに向けた支援
応募があったアイデア／プランについて，事務局から参加者へ

メールで事前にお知らせするとともに，「京都・地域企業応援会
（新設）」等を通じて，事業化に向けたグループの立ち上げを支援。
参加者の皆様は，関心のあるテーマへの参画や協力を積極的に検討。

自社のＰＲや商談などに利用頂けるスペースも設置。新た
なつながりが発見できる場としても参加可能です！

アイデア／プランの具体化検討
発案者を中心に各グループで自発的に議論，検討。

「京都・地域企業応援会」による進ちょく支援等。第３回会議（３月頃）

【今年度の会議の進め方】

⇒ 新たなビジネスの検討はもちろん，異業種・企業間の連携や交流
の場としてもご活用いただいております。

【これまでの主な取組・成果】

令和元年度 地域企業未来力会議について

■多様な業種の知恵と力を結集し，企業間連携による新たな事業の創出
■「現場の声」を反映した実効性ある地域企業振興策の実現

【会議の目的】

事業の立ち上げ以外にも地域企業全体のための
提案などについて，グループを立ち上げていた
だくこともできます。



－地域企業未来力会議アイデア募集概要－
地域企業の持続的発展に向けて，地域企業の知恵と力を結集させた２者以上の企業

間連携により，事業化を目指したいアイデア／プランを募集いたします。

【提出先・お問合せ先】
京都市地域企業未来力会議事務局
（京都市 産業観光局 商工部 地域企業振興課内 担当 阪田，吉岡）
〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地
TEL：075-222-3329 ／FAX：075-222-3331
E-mail：chiikikigyo@city.kyoto.lg.jp

➢アイデアの具体化支援
（１）京都・地域企業応援会（月１～２回）【新設】

幅広い知見を持つコーディネーターが，地域企業の課題解決につながるビジネスアイデア
の具体化に向けたきめ細かな助言，さらには地域企業間のマッチング支援等の個別相談に応じ，
地域企業の取組を応援します。
【直近の予定】

日時：7月4日(木），7月26日（金），8月８日（木）各日午後1時～午後6時半
場所：京都経済センター3階オープンイノベーションカフェＫＯＩＮ
申込：事前申込要，各日先着8事業者まで。（1事業者当たり最大1時間）
ご希望の方は，以下の「お問合せ先」までお申込みください。

※ 以降の日程については，「京都・地域企業公式ＷＥＢサイト」等で随時お知らせします。

（２）その他
アイデアの検討状況等については，未来力会議ｆａｃｅｂｏｏｋ等により，本市からも積極

的に発信してまいります。

➢募集期間・提出方法

（１）募集期間 令和元年８月２３日（金）まで

（２）提出方法 別添の応募用紙に必要事項を記入の上，郵送，FAX，E-mail等にて提出

➢募集テーマ

・地域企業が抱える経営課題を解決するアイデア／プラン
・地域や社会の課題を解決するアイデア／プラン
・業種や団体の垣根を越えて連携したいと思わせるアイデア／プラン
・文化と経済の融合を促進させるアイデア／プラン
・京都の強み・特性を生かしたアイデア／プラン

（例）幅広い業界と連携し，京都で働きたい人と地域企業のマッチングを図る会社を作りたい。

（例）企業の遊休設備と地域の職人をつなげ，小ロット専門の共同開発工場を作りたい。

（例）京都全体で伝統工芸品の普段使いを普及させる仕掛けを作りたい。

（例）空き家や遊休スペースを活用した起業者を支援するプラットフォームを作りたい。

（例）農商工の連携による地産地消を推進する新たなモデルを作りたい。

（例）アーティストや大学生の感性を取り入れた新製品を共同開発したい。

これまでに提案されたアイデアの再提案も可能です！


